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横
川
渓
谷

 

［
南
信
署
］  

長
野
県
伊
那
谷
の
北
部
に
位
置
す

る
上
伊
那
郡
辰
野
町
、
そ
の
市
街
地
か
ら
西
部

へ
約
十
五
㌔
㍍
、
横
川
川
の
上
流
部
に
位
置
す

る
横
川
国
有
林
内
に
景
勝
地
の
横
川
渓
谷
が
あ

り
ま
す
。

　

中
央
ア
ル
プ
ス
最
北
端
の
経
ヶ
岳
を
源
と
す

る
全
長
十
八
㌔
㍍
の
横

川
渓
谷
は
、
カ
ラ
マ
ツ
、

ヒ
ノ
キ
を
中
心
と
し
た

人
工
林
か
ら
コ
メ
ツ
ガ
、

ヒ
メ
コ
マ
ツ
等
の
天
然

林
が
優
れ
た
渓
谷
美
を

形
成
し
、
清
流
と
美
し

い
森
林
、
四
季
の
変
化

は
豪
快
で
大
き
な
感
動

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

横
川
渓
谷
に
は
、
国

の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
る
「
横
川
の

蛇
石
」
が
あ
り
、
粘
板

岩
に
変
成
岩
の
層
が
貫

入
し
て
で
き
た
岩
が
川

底
に
横
た
わ
っ
て
い
る
様
が
、
大
蛇
の
よ
う
に

見
え
る
こ
と
か
ら
蛇
石
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
横
川
川
の
支
流
黒
沢
に
あ
る
「
三
級

の
滝
」
は
、
原
生
林
の
中
で
三
段
に
折
れ
曲
が

り
落
下
す
る
壮
大
な
滝
で
す
。

　
（
※
現
在
は
二
〇
〇
四
年
の
台
風
二
十
三
号

の
影
響
で
遊
歩
道
が
崩
落
し
て
お
り
、
行
く
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
）

　
「
横
川
の
蛇
石
」
の
近
く
に
は
、
横
川
渓
谷
、

蛇
石
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
り
、
野
鳥
観
察
や
森
林

散
策
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

四
季
を
通
し
て
訪
れ
る
人
々
に
感
動
を
与

え
、
紅
葉
の
シ
ー
ズ
ン
は
、
そ
の
表
情
が
日
々

変
わ
り
、
渓
谷
の
美
し
さ
は
神
秘
的
な
も
の
へ

と
変
化
し
ま
す
。

◆
ア
ク
セ
ス

　
（
所
在
地
）

　

長
野
県
上
伊
那
郡
辰
野
町

○
車
で
お
越
し
の
場
合

　
・ 

中
央
自
動
車
道
伊
北
Ｉ
Ｃ
か
ら
辰
野
町
方

面
へ
降
り
国
道
１
５
３
号
を
北
へ
四
十
分

　
「
川
島
駅
入
口
」
交
差
点
を
左
折

・ 

長
野
自
動
車
道
塩
尻
Ｉ
Ｃ
か
ら
辰
野
町
方
面

へ
向
い
国
道
１
５
３
号
を
南
へ
四
十
分

　
「
川
島
駅
入
口
」
交
差
点
を
右
折

○
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
の
場
合

　

 

Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
辰
野
駅
下
車
タ
ク
シ
ー
で

三
十
分

　
「
写
真
提
供
・
辰
野
町
産
業
振
興
課
」

下流から望む横川渓谷

横川の蛇石

◎
事
業
担
当
課
長
会
議

　
　

１
月
15
〜
16
日　

林
野
庁

◎
治
山
課
長
会
議

　
　

１
月
21
日　

林
野
庁

◎
治
山
事
業
ヒ
ア
リ
ン
グ

　
　

１
月
27
〜
28
日　

林
野
庁

◎
富
山
県
砂
防
治
山
地
方
連
絡
調
整
会
議

　
　

１
月
29
日　

富
山
市

横川渓谷の紅葉

R1055002
長方形


